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１．概要（Summary） 
 構造ヘルスモニタリングとは、振動を検出するセンサを

建築物に付着し、損傷状態を常時モニタリングすることに

よって、建築物の損傷程度をリアルタイムに見積もる技術

である。構造ヘルスモニタリングに関して、近年多くの研

究が行われている。従来、 広い周波数帯域での振動検

知には複数種類のセンサを必要としていた。 本研究では、 
MEMS 技術によって作成した音響センサを用いることで、 
単体のセンサによって広い周波数帯域での振動検知を実

証する実験を行った。 
 結果として、市販の AE センサと比較して、MEMS 音響

センサが広い周波数帯において振動を検出可能であるこ

とを示した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ・高速大面積電子線描画装置 
 ・マスク・ウエーハ自動現像装置群 
 ・ステルスダイサー 
 
【実験方法】 

 実験に使用した音響センサの製作においてナノテク

プラットフォームが有する電子線描画装置、マスク・ウエー

ハ自動現像装置群、ステルスダイサーを活用した。 
 加振器に市販の AE センサと音響センサをそれぞれ接

着し、 周波数を掃引して各センサの周波数応答を比較

する実験を行った。 
 
 
 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 市販の AE センサに比べて MEMS 音響センサは広い

周波数帯域において、高い感度を有していることが確認さ

れた。実験結果より、MEMS 音響センサは、低周波数領

域領域においては加速度センサとして、 高周波数領域

においては速度センサとして使用することが出来る。また、

実際に構造ヘルスモニタリングのシステムを構築し、 
MEMS 音響センサが構造ヘルスモニタリングの用途で有

用であることを示した。 
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